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『婦女雑誌』は 1915 年から 1931 年まで上海の商務印書館から刊行された最も長期間
にわたって刊行された女性向け雑誌であった。『婦女雑誌』と同時期に創刊された女性向














である。『婦女雑誌』の出版元である商務印書館は 1932 年 1 月 28 日の上海事変で日本
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初の 1915 年から 1919 年までの間に、『婦女雑誌』は日本の良妻賢母主義思想を提唱
し、読者から支持を得られた。そして、五四新文化運動の影響で『婦女雑誌』において
「女性解放」に関する議論が大幅に増え、さらに 1922 年 4 月に「離婚問題號」、1923











1926 年 1 月、『新女性』は章錫琛によって上海で創刊され、章錫琛が『婦女雑誌』の
編集長を辞職した後、自らが創刊した雑誌である。『新女性』は 1929 年 12 月に廃刊す



















されたのは Jacqueline Nivard の区分方法であった。彼女が『婦女雑誌』を「The 
Beginning」、「The Taking off 」、「The Reaction」、「Tentative Revival」の四期に分けて




時期名 期間 誌面方針 編集長 
The Beginning 1915 年 ～ 1920
年 
良妻賢母 王蘊章、胡彬夏 
The Taking off 1921 年 ～ 1925
年 
女性解放 章錫琛 
The Reaction 1926 年 ～ 1930
年 
反動復古 杜就田 
Tentative Revival 1930 年 ～ 1931
年 
急進回復 葉聖陶、楊潤余（金仲華） 






































































期の大部分は 1905 年から 1911 年にかけて集中する。その中から代表的な雑誌である










































































筆者は最初、Jacqueline Nivard の『婦女雑誌』時期区分（表 1 参照）に関する先行研
究を引用し、それぞれ時期に応じた編集方針の解釈に疑問を投げかけた。『婦女雑誌』全
時期の再考察を通して、改めて新しい認識を得た（表 2 参照）。 
 
表 2. 筆者による『婦女雑誌』各時期の編集方針 
 
期間 編集長 編集方針 外国語能力 女性教育 社会進出 家庭役割 目的 
1915 年～1920
年 
王蘊章 科学普及 日本語･英語 男女別教育 否定 内職 
家庭教育 
夫の補助 
胡彬夏 高等教育 日本語･英語 高等教育 
1921 年～1925
年 
章錫琛 女性解放 日本語 男女共学 肯定 無関心 種族改善 
1926 年～1930
年 
杜就田 感性養成 不明 男女別教育 否定 家庭教育 家庭改革 
1930 年～1931
年 
葉聖陶 人格独立 不明 男女共学 肯定 無関心 精神改造 













































































より詳細に検証する必要がある。それを踏まえて、次の 3 点を今後の課題としたい。 













第 3 に、『婦女雑誌』の刊行時期は 1931 年 12 月までであり、1930 年代の中国女性史
を研究するには不十分であると思われる。今後は 1930 年代中国女性の表象を研究課題
とし、『玲瓏』、『良友』、『上海婦女』など 30 年代の代表的な雑誌を通して、1930 年代の
女性が抱える問題を分析したい。そして、より広い範囲で新しい研究成果を取り上げ、
近代中国における女性雑誌の考察という課題を、さらに多様な観点から検討し続けた
い。 
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